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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の記憶媒体を備えたデータ記憶装置において、
　ユーザにデータの重要度を質問して得られた回答に基づいてデータ属性値毎の重みを算
出し、データを重要度により順位付ける規則として前記データ属性値毎の重みを記憶する
規則格納手段と、
　前記規則に基づき、データの各属性値毎の重みを求めて全属性値の重みの合計を算出し
、該重みの合計に基づいて記憶装置内のデータの重要度の順位付けを行う重要度算出手段
と、
　複数の記憶媒体を記憶媒体の新しさに基づくデータ保存の安全性により順位付ける規則
を記憶する安全性格納手段と、
　前記規則に基づき記憶装置内の複数の記憶媒体に順位付けを行う保存先選択手段と、
　前記データ順位付けと前記記憶媒体順位付けに基づき、記憶装置内の複数の記憶媒体か
らデータを保存すべき記憶媒体を選択し、データを保存する保存／移動処理手段を具備す
ることを特徴とするデータ記憶装置。
【請求項２】
　複数の記憶媒体を備えたデータ記憶装置において、
　ユーザが複数のデータを操作した操作内容に基づいてデータ属性値毎の重みを算出し、
データを重要度により順位付ける規則として前記データ属性値毎の重みを記憶する規則格
納手段と、
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　前記規則に基づき、データの各属性値毎の重みを求めて全属性値の重みの合計を算出し
、該重みの合計に基づいて記憶装置内のデータの重要度の順位付けを行う重要度算出手段
と、
　複数の記憶媒体を記憶媒体の新しさに基づくデータ保存の安全性により順位付ける規則
を記憶する安全性格納手段と、
　前記規則に基づき記憶装置内の複数の記憶媒体に順位付けを行う保存先選択手段と、
　前記データ順位付けと前記記憶媒体順位付けに基づき、記憶装置内の複数の記憶媒体か
らデータを保存すべき記憶媒体を選択し、データを保存する保存／移動処理手段を具備す
ることを特徴とするデータ記憶装置。
【請求項３】
　データを保存後に、保存前と保存後のデータ記憶領域の位置を関連付ける手段を具備す
ることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載のデータ記憶装置。
【請求項４】
　複数の記憶媒体のうち安全性の低い記憶媒体の空き領域の容量を検出する空き容量管理
手段と、
　前記安全性の低い記憶媒体の空き領域がなくなるまで重要度の高いデータから順に複製
する保存／移動処理手段を具備することを特徴とする請求項１又は請求項２に記載のデー
タ記憶装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、記憶媒体を複数所有するコンピュータにおけるデータ記憶装置に係り、特にデ
ータの重要度と記憶媒体の安全性に応じて重要度の高いデータの安全性を高めて保存する
データ記憶装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、情報機器の発達と普及にともない、情報機器内部の記憶装置に格納されるデータ量
も、飛躍的に増加している。記憶装置の容量が不足すると、ユーザは新しい記憶装置や媒
体の追加、すでに記憶されたデータの削除などの手間が必要となる。
【０００３】
コンピュータ・システムの記憶媒体として一般に利用されるハードディスク装置（以下Ｈ
ＤＤという）は、寿命が３～５年といわれ、既存のＨＤＤと新しく追加されたＨＤＤとで
は安全性が異なる。
【０００４】
従来ＨＤＤの増設時には、データの安全性を考えるユーザは全データを新しく増設したＨ
ＤＤに移動し、また考えないユーザは既存のデータを古いＨＤＤに置いておき、新しいＨ
ＤＤにデータを追加している。この手法では古いＨＤＤ内の重要なデータは故障により失
われる可能性が高く、また人手によるデータの振り分けは手間がかかり、ユーザへの負担
が大きい。
【０００５】
従来のデータ記憶装置では、データの保存を手動的に行うものと自動的に行うものがあっ
た。以下これらについて説明する。
【０００６】
（１）手動方式
ユーザのデータ保存ルールつまり安全性を考えるか否かに従って、ＨＤＤを２台使用する
とき、手動で保存すべきＨＤＤを選択するものである。
【０００７】
図２８（Ａ）に示す如く、記憶装置１００に１台のＨＤＤ１０１を使用しているとき、同
（Ｂ）、（Ｃ）に示す如く、新しいＨＤＤ１０２を増設した場合について説明する。
【０００８】
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図２８（Ｂ）は、データの安全性を考えるユーザの運用形式であり、同（Ｃ）はデータの
安全性をあまり考慮しないユーザの運用形式である。
【０００９】
安全性を考えるユーザは、図２８（Ｂ）に示す如く、記憶装置１００に新しいＨＤＤ１０
２を増設したとき、ディスク増設時に全データを新しいＨＤＤ１０２に移動し、入らない
データのみ古いＨＤＤ１０１に置く。運用時も同様に、新しいＨＤＤ１０２に空き容量が
ある間は新しいＨＤＤ１０２に追加データＮＤ0 、ＮＤ1 を保存し、空き容量が不足した
ら古いＨＤＤ１０１に追加データＮＤ2 、ＮＤ3 を保存する。
【００１０】
安全性をあまり考慮しないユーザは、図２８（Ｃ）に示す如く、新しいＨＤＤ１０２を増
設しても既存のデータはそのまま古いＨＤＤ１０１に置いておき、新しいＨＤＤ１０２に
追加データＮＤ0 、ＮＤ1 ・・・を追加して行く。
【００１１】
このような手動方式では、データの保存先は一つであり、保存先のＨＤＤの障害でデータ
の失われる可能性が高い。これを防ぐため２つのＨＤＤ１０１と１０２に同じデータをそ
れぞれ保存して、ＨＤＤ障害に対してデータの安全性を高めることが取られているが、こ
れではＨＤＤにおける使用可能な容量は全容量の半分となり、非効率的である。
【００１２】
（２）自動方式
特開平５－１８９１６４号公報では、重要なデータを２個のＨＤＤに多重保存して、デー
タ保存の安全性を高めることが記載されている。すなわち図２９に示す如く、データＤ１
～Ｄ４のうち、重要なデータＤ２、Ｄ４はＨＤＤ１とＨＤＤ２に多重保存し安全性を高め
、重要でないデータＤ１、Ｄ３についてはＨＤＤ１にのみ保存している。そしてデータは
ファイル名により属性が判定され、特定のファイル名でデータの書き込み要求があったと
きは２個のＨＤＤにデータが書き込まれ２重化されて保存される。しかし特定のファイル
名以外でデータの書き込み要求があったときは、片方のＨＤＤにこれが書き込まれる。
【００１３】
この結果、重要なデータは保存の安全性が高められる。図２９では、重要でないデータＤ
１、Ｄ３はＨＤＤ１にのみ保存され、重要なデータＤ２、Ｄ４はＨＤＤ１とＨＤＤ２の両
方に保存される。
【００１４】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、これら手動方式、自動方式には下記の如き課題が存在する。
【００１５】
（１）手動方式に対して
ユーザによってはデータに対する安全性が考慮されないので、古いＨＤＤに保存される重
要なデータが故障により失われる可能性が高い。また安全性が考慮された場合でも、手動
によるデータの振り分けがユーザにとって負担となる。しかもデータ保存先は一つであり
、ＨＤＤの障害がデータ消失に結びつく。
【００１６】
（２）自動式に対して
重要データは２個のＨＤＤに多重保存され、安全性が高められるが、重要でないデータは
多重保存されない。また保存するＨＤＤの安全性が考慮されないため、重要でないデータ
が安全性の低いＨＤＤに保存された場合、失われる可能性が高い。
【００１７】
本発明ではこのような問題を改善するため、データの重要／不要を判断する基準として重
要度を用い、重要度の高いデータを優先して安全なＨＤＤへ自動的に保存し、さらにＨＤ
Ｄの空き領域を利用して、重要度の高いデータを複製し、多重保存することによりＨＤＤ
の障害に対してデータの安全性を高めるデータ記憶装置を実現することを目的とする。
【００１８】
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【課題を解決するための手段】
本発明の原理を図１に説明する。本発明では記憶装置１０内のデータ属性をもとにして、
後述する規則に従ってデータの重要度を設定する。またＨＤＤは新しいもの程安全性が高
く、古いもの程安全性が低いものとする。
【００１９】
図１（Ａ）に示す如く、記憶装置１０において、新しい安全性の高いＨＤＤ１０－２を増
設したとき、古い安全性の低いＨＤＤ１０－１より、重要度の高いデータから順に安全性
の高いＨＤＤ１０－２に移動する。これにより、図１（Ａ）の移動後の図に示す如く、重
要度の高いものから順に低いものまで、データＤ１、Ｄ２、Ｄ３、Ｄ４が、新しい安全性
の高いＨＤＤ１０－２に移動される。なお図１においてＤはデータを、その次の数字は重
要度の順位を示し、１が最重要のものを２がその次の重要度を示す。
【００２０】
運転時も、同様に、安全性の高いＨＤＤ１０－２に空き容量がある場合、安全性の高いＨ
ＤＤ１０－２にデータＤ１、Ｄ２・・・を保存し、空き容量が不足した場合、保存するデ
ータと安全性が高いＨＤＤ１０－２内で重要度が最も低いデータを比較し、重要度の低い
データＤ４を安全性が低いＨＤＤ１０－１に移動して、安全性の高いＨＤＤ１０－２にデ
ータＤ７を保存したり、重要度の低いデータＤ８を安全性の低いＨＤＤ１０－１に追加保
存する。
【００２１】
さらに図１（Ｃ）に示す如く、安全性が低いＨＤＤ１０－１の空き領域、ＨＤＤ１０－１
′に重要度の高いデータＤ１、Ｄ５を複製することで、安全性の高いＨＤＤ１０－２に障
害が生じた場合の重要度の高いデータの安全性を高めることができる。
【００２２】
このように、従来ではデータの重要度と、ＨＤＤの安全性のいずれか一方のみを考えてい
たのに比較して、本発明ではデータの重要性とＨＤＤの安全性を合わせて考慮して、デー
タの保存先を自動的に決める点で、またＨＤＤの全容量を利用してデータの安全性を高め
る点で異なるものである。
【００２３】
本発明では、前記目的を達成するため下記（１）～（５）の如く構成する。
【００２４】
（１）複数の記憶媒体を備えたデータ記憶装置において、
データを重要度により順位付ける規則を記憶する規則格納手段と、
前記規則に基づき記憶装置内のデータに順位付けを行う重要度算出手段と、
複数の記憶媒体を安全性により順位付ける規則を記憶する安全性格納手段と、
前記規則に基づき記憶装置内の複数の記憶媒体に順位付けを行う保存先選択手段と、
前記データ順位付けと前記記憶媒体順位付けに基づき、記憶装置内の複数の記憶媒体から
データを保存すべき記憶媒体を選択し、データを保存する保存／移動処理手段を具備する
ことを特徴とするデータ記憶装置。
【００２５】
（２）データを保存後に、保存前と保存後のデータ記憶領域の位置を関連付ける手段を具
備することを特徴とする前記（１）記載のデータ記憶装置。
【００２６】
（３）前記重要度としてデータ属性値の重みに基づき決める規則を記憶する規則格納手段
と、
前記データ属性値の重みの合計を算出する重要度算出手段と、
前記重みの合計に基づいて記憶装置内のデータに順位付けを行う重要度算出手段とを具備
することを特徴とする前記（１）記載のデータ記憶装置。
【００２７】
（４）複数の記憶媒体のうち安全性の低い記憶媒体の空き領域の容量を検出する空き容量
管理手段と、
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前記安全性の低い記憶媒体の空き領域がなくなるまで重要度の高いデータから順に複製す
る保存／移動処理手段を具備することを特徴とする前記（１）記載のデータ記憶装置。
【００２８】
（５）重み付けとして、ユーザがデータ属性値の重みを決定するユーザ重み決定型と、
ユーザにデータの重要度を質問して得られた回答から重みを決定するデータ重要度質問型
と、ユーザがデータを操作した操作内容に基づき重みを決定するデータ操作事例型とを記
憶する規則格納手段と、
これらの重み付決定のうちの１つを選択する重み付選択手段と、
この選択された重み付けによりデータ属性値の重みを決定する重要度算出手段を具備する
ことを特徴とする前記（３）記載のデータ記憶装置。
【００２９】
これにより下記の作用効果を奏する。
【００３０】
（１）データを重要度により順位付けし、この重要度とＨＤＤの安全性を合わせてデータ
の保存先を自動的に決めたので、ユーザの所有する重要度の高いデータの安全性を自動的
に高めることができる。
【００３１】
（２）自動的にデータの保存先が移動されてもユーザからは元のままで、安全性を加味し
て、しかもユーザ自身が使い易い状態で保存することができる。
【００３２】
（３）データの属性に基づいてデータの重要度を自動的に、わかり易く算出することがで
きる。
【００３３】
（４）ＨＤＤの空き領域を利用して、重要なデータを優先的に複製保存することにより、
重要なデータについて安全性を高めることができる。
【００３４】
（５）重み付け方式として、ユーザがデータ属性値の重みを決定するユーザ重み決定型と
、ユーザにデータの重要度を質問して得られた回答から重みを決定するデータ重要度質問
型と、ユーザがデータを操作した操作内容に基づき重みを決定するデータ操作事例型のい
ずれを適用するのかをユーザ自身が決定するので、ユーザの利用し易い重み付け方式を適
用することができる。
【００３５】
【発明の実施の形態】
本発明の概略構成を図２に示す。図２（Ａ）において２０はコンピュータ本体、２１はＨ
ＤＤ、２２はＨＤＤを制御する制御部であり、ＨＤＤを機械的に駆動制御するものである
。
【００３６】
ＨＤＤを安全性により順位付ける規則は、ＨＤＤの使用開始時期が新しい（遅い）ほど安
全性が高く、古い（早い）ほど低いものとする。図３はＨＤＤの順位付けの例を示し、記
録媒体ＨＤＤ１の使用開始時期が１９９８年１０月１日であり、ＨＤＤ２の使用開始時期
が１９９９年６月１日であり、ＨＤＤ３の使用開始時期が２０００年１２月１日のため、
前記規則により安全性順位はＨＤＤ３が１でもっとも高く、次にＨＤＤ２であり、ＨＤＤ
１が３でもっとも低いことを示している。
【００３７】
このように、前記規則により複数のＨＤＤの安全性を順位付け、データの重要度を後述す
るように算出し、重要度の高いデータを優先して安全性の高いＨＤＤに保存することで、
ユーザが所持するデータの安全性を高めることを可能にすることができる。
【００３８】
本発明の動作を理解し易くするため、図４～図６にもとづき、その一部であるＨＤＤ増設
時のデータ移動手順及び運用時追加データ保存手順について簡単に説明する。
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【００３９】
Ａ．ＨＤＤ増設時のデータ移動手順について
図４により新しくＨＤＤを増設した場合のデータ移動手順について説明する。
【００４０】
Ｓ１．安全性の低いＨＤＤに保存されている全データの重要度を算出する。
【００４１】
Ｓ２．全データを後述する重要度に応じて並べ替える。
【００４２】
Ｓ３．次に重要度の最も高いデータを新しいＨＤＤに移動する。
【００４３】
Ｓ４．移動時において、新しいＨＤＤの容量が不足していれば新しいＨＤＤの容量に応じ
たデータを移動したとき終了する。
【００４４】
Ｓ５．新しいＨＤＤの容量が不足していなければ全データの移動を終了する。
【００４５】
Ｂ．運用時に追加データ保存手順について
図６（Ａ）に示す如く、データＤ１～Ｄ７が安全性の低いＨＤＤと安全性の高いＨＤＤに
保存されているとき、追加データＤ８を保存する場合について図５により説明する。
【００４６】
Ｓ１．データＤ１～Ｄ７を、その重要度に応じて安全性の高いＨＤＤと安全性の低いＨＤ
Ｄに分けて保存する。このとき安全性の高いＨＤＤには、重要度に応じてデータＤ１、Ｄ
５、Ｄ２、Ｄ３、Ｄ６、Ｄ７が保存され、安全性の低いＨＤＤにはデータＤ４が保存され
る。
【００４７】
Ｓ２．この図６（Ａ）に示す状態で追加のデータＤ８の保存要求が行われたとき、追加デ
ータの重要度を算出する。
【００４８】
Ｓ３．次に新しいＨＤＤ、つまり安全性の高いＨＤＤに空き容量があるか否かを判断する
。空き容量があれば追加データを新しいＨＤＤに保存して終了する。
【００４９】
Ｓ４．もし新しいＨＤＤに空き容量がなければ、安全性の高い新しいＨＤＤ内に保存され
ているデータＤ１、Ｄ５、Ｄ２、Ｄ３、Ｄ６、Ｄ７のうち最も不要なデータつまり重要度
の低いデータＤ７を選択する。
【００５０】
Ｓ５．このデータＤ７と追加データの重要度を比較する。そして追加のデータＤ８の方が
重要度が高ければ、図６（Ｂ）に示す如く、もっとも不要なデータつまり重要度の低いデ
ータＤ７を安全性の低い、つまり古いＨＤＤに移動する。そして追加のデータＤ８を安全
性の高い、つまり新しいＨＤＤに保存する。
【００５１】
Ｓ６．しかし追加のデータＤ８の方が重要度が低ければ、追加のデータＤ８を安全性の低
い、つまり古いＨＤＤに保存することになる。
【００５２】
ところで、前記図４～図６の処理は、図２（Ａ）に示すコンピュータ本体２０が行うもの
である。コンピュータ本体２０には、図２（Ｂ）に概略構成が示される如く、重要度決定
規則格納部１、重要度算出部２、重要度格納部３、ＨＤＤ空き容量管理部、保存先選択部
５、ＨＤＤ安全性格納部６、保存／移動処理部７等が具備されている。
【００５３】
重要度決定規則格納部１はデータの重要度を決定するための規則を格納するものであり、
その内容については後述するが、例えば図１１に示す如き、データの各属性とその分類に
応じた重要度が記入された重要度テーブル等が格納されている。
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【００５４】
重要度算出部２は、データの重要度を算出するものであり、例えばデータに応じて各属性
、各分類毎に定められた個々の重要度を加算して、そのデータの重要度を算出するもので
ある。
【００５５】
重要度格納部３は、前記重要度算出部２で算出されたデータ毎の重要度を保持するもので
ある。
【００５６】
ＨＤＤ空き容量管理部４は各ＨＤＤの空き容量の大きさを管理するものである。
【００５７】
保存先選択部５は、複数のＨＤＤが使用されるとき各ＨＤＤにどのデータを保存すべきで
あるのかというデータの保存先を選択したり、あるいは追加データがあるとき、前記重要
度の比較により追加データを保存すべきＨＤＤを選択したり、重要度により並べ替えたり
、もしいままで保存していたデータを他のＨＤＤに移すときはその移転先のＨＤＤを選択
するものである。
【００５８】
ＨＤＤ安全性格納部６は使用している複数のＨＤＤの安全性を保持するものであり、図３
に示す如く、例えば使用開始時期により安全性を順位づけ、これを保持するものである。
図３の場合は、最新に使用開始されたものが安全性の順位がもっとも高くなるように定め
られている。
【００５９】
保存／移動処理部７は、データを保存先選択部５から指示された保存先のＨＤＤに移動処
理するものである。
【００６０】
前記図４において、Ｓ１は前記重要度算出部２で行ってこの重要度を重要度格納部３で保
存し、Ｓ２は保存先選択部５で行い、Ｓ３は保存／移動処理部７で行い、Ｓ４はＨＤＤ空
き容量管理部４で判断するものである。
【００６１】
また前記図５において、Ｓ２は前記重要度算出部２で行い、Ｓ３はＨＤＤ空き容量管理部
４で管理しているものを保存先選択部５で判別し、Ｓ４、Ｓ５は保存先選択部５が行い、
続いて行われるデータの移動、保存は保存／移動処理部７が行うものである。
【００６２】
ところで、本発明において、ＨＤＤを増設したとき重要度の高いデータを安全性の高い新
しいＨＤＤに移動し、重要でないデータは安全度の低い古いＨＤＤに保存する。これによ
りユーザが実際に保存した領域と異なるところに保存されることが生じる。
【００６３】
このような場合、ユーザからみたとき、以前のまま保存することが希望される。したがっ
てこの希望を実現するとともに、重要度の高いデータを新しいＨＤＤに移し、重要度の低
いデータは古いＨＤＤに保存するため、リンクを張ることが行われ、これによりユーザは
いままで通りで、新しいＨＤＤに保存された重要度の高いデータをアクセス処理すること
ができる。
【００６４】
このため、本発明では、図７に示す如く、ユーザから見たデータの配置（論理的配置）と
実際のデータの保存先（物理的配置）を分けて、リンクでこれらを関連付けることで、ユ
ーザには自身で保存した所にデータが存在するように見せるものである。以下これについ
て説明する。
【００６５】
記憶装置に安全性の低いＨＤＤと安全性の高いＨＤＤを備え、安全性の低いＨＤＤを仮想
データ領域Ｖ０と実データ領域Ｒ０に分け、また安全性の高いＨＤＤを、これまた同様に
、仮想データ領域Ｖ１と実データ領域Ｒ１に分ける。ユーザは仮想データ領域Ｖ０、Ｖ１
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を利用して、データとフォルダを保存する。
【００６６】
データを重要度に応じてユーザが保存したＨＤＤから移動する場合、データを仮想データ
ＶＤ１、ＶＤ２、ＶＤ３と実データＲＤ１、ＲＤ２、ＲＤ３に分け、仮想データを元の位
置に保存し、実データを移動先の実データ領域に保存する。仮想データにはリンク先（実
データの位置）とデータ属性が記録される。実データ領域は隠し処理を行い、ユーザから
見えない（アクセスできない）ようにする。
【００６７】
すなわちユーザには自身で保存した所にデータが存在するように見せ、アクセスする場合
、リンクで実データにアクセス可能とする。仮想データにデータ属性を記録することで、
ユーザが作成日やサイズなどのデータ属性を見ることを可能とする。またユーザが保存し
たＨＤＤと実際にデータが保存されているＨＤＤが同じである場合は、データは分けられ
ず、ユーザが保存したＨＤＤの仮想データ領域に保存される。これらの処理は図２（Ｂ）
における保存先選択部５と保存／移動処理部７で行う。
【００６８】
図８に、安全性の低いＨＤＤすなわちＨＤＤ１に障害が発生した場合の仮想データ及び仮
想データ領域の扱いを示す。図８（Ａ）に示す如く、仮想データ領域の仮想データのみ（
実データは除く）を、ＨＤＤ同士で互いにコピーしておく。図８（Ａ）では、説明簡略化
のため、ＨＤＤ１の仮想データ領域のみＨＤＤ２にコピーした状態を示す。
【００６９】
いまＨＤＤ１に障害が生じ、ＨＤＤ１が使用できなくなっても、図８（Ｂ）に示す如く、
ＨＤＤ１の仮想データ領域の仮想データのコピーがＨＤＤ２にあり、しかもＨＤＤ２内に
実データがあるデータについては、ユーザは障害前と同様にデータを使用することができ
る。ただし仮想データ領域のコピーは、障害の発生前は隠し処理を行い、ユーザからは見
えないようにし、障害の発生後に隠し処理を解除する。この図８の処理は、図２（Ｂ）の
保存先選択部５と保存／移動処理部７により行う。
【００７０】
次にデータの順位付けを行う処理について説明する。データの順位付けには、ユーザ重み
付け決定方式と、重要度質問方式と、操作内容方式の３通りがある。以下これらについて
説明する。
【００７１】
（１）ユーザ重み付け決定方式
ユーザ重み付け決定方式は、ユーザ自身がデータ属性値の重要度を決定する規則を決める
ことができるものであって、例えば図１１に示す如く、データ属性の各項目に対して重要
度の重み付けを行うものである。この図１１に示す重要度テーブルは、図２（Ｂ）に示す
重要度決定規則格納部１に保存されている。図１１に示す如く、データの種類がプログラ
ムの場合には重要度が４、その容量が１００ＫＢ以下のときは重要度が３、最終更新日が
３ケ月以内の新しい場合は重要度が２で古い場合は重要度が１の如く、重要度が定められ
ている。
【００７２】
この図１１の重要度テーブルは、図９のデータ属性の各項目に対して重要度の重み付けを
行ったものであり、これら重要度の値は予め設定する。データ種類は、図１０に示す如く
、拡張子を分類して決定するものである。
【００７３】
図１２により、データの重要度算出手順を示す。
【００７４】
Ｓ１．図２（Ｂ）に示す重要度算出部２にＨＤＤから読み出したデータを入力し、このデ
ータ中の属性記入領域に記入されているデータ属性値を取得する。
【００７５】
Ｓ２．重要度算出部２は、これらデータ属性値により重要度決定規則格納部１に保存され
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そしてこれをデータ毎に重要度格納部３に格納する。
【００７６】
Ｓ３．このとき、重要度算出部２は、すでに格納ずみのデータとともにその重要度の合計
順にはこれを並べる。このようにして全データに対し重要度の合計順に並べて重要度格納
部３に格納し、終了する。
【００７７】
このようにしてＨＤＤ内の全データを、その重要度に応じて順位付けすることができる。
【００７８】
ところで図１１に示す重要度テーブルの重要度の値は、図１３に例示する如き重要度設定
ユーザインターフェースを使用して設定することができる。図２（Ｂ）に示す重要度決定
規則格納部１は、図１３に示す如き重要度設定ユーザインターフェースを使用して、その
ユーザがそのボックスＢ内の値を編集することにより、重み付け規則をカスタマイズする
ことを可能にする。例えばデータ属性のプログラムの重要度をそれに対応するボックスＢ
内の値を４にすればその重要度を４にすることができ、また５にすればその重要度を５に
することができる。
【００７９】
（２）重要度質問方式
重要度質問方式は、ユーザに複数個のデータについて重要度を質問し、得られる回答を用
いて重回帰分析、つまり連立方程式により未知数を求め属性ごとの重要度を得る手法であ
る。図１４は、図１１の重要度の値を未知数ｗで表現したテーブルである。データの重要
度Ｗは、下式の如く、属性ごとの重要度を加算することで算出される。
【００８０】
【数１】

【００８１】
ここで（，）はあるデータが当てはまる値を選択することを意味する。図９に示すｄａｔ
ａ１を例として以下に示す。
【００８２】
【数２】

【００８３】
ユーザにデータの重要度を質問する方法を図１５に示す。質問データ数は未知数以上であ
って、図１４の場合は未知数は１５個であるので１５個以上とする。重要度Ｗの上限と下
限を設定し、ユーザにはデータ属性からこの範囲内で重要度を判断させる。ユーザが判断
した重要度を元にして未知数ｗを決定する手法を説明する。図１５のデータを例とすると
、
【００８４】
【数３】
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【００８５】
となる。ユーザが判断した重要度をＷ1 、Ｗ2 、Ｗ3 ・・・に代入して（この例ではＷ1 

＝２、Ｗ2 ＝１、Ｗ3 ＝３・・・）、この連立方程式を解くことで未知数ｗ11、ｗ12・・
・ｗ62が得られる。このようにして得られた重要度を図１４に示すテーブルに記録するこ
とで、重み付け規則をユーザ専用にカスタマイズ可能となる。図１４に示すテーブルは図
２（Ｂ）に示す重要度決定規則格納部１に保持される。なおデータ名は重要度を算出する
のに利用しない。
【００８６】
（３）操作内容方式
操作内容方式は、ユーザがデータを操作した事例から属性ごとの重要度を求める手法であ
る。図１６に示す如く、データの操作内容に重要度の重み付けを行ったテーブルを設ける
。この操作内容の重み付けテーブルは、図２（Ｂ）に示す重要度決定規則格納部１に保持
する。
【００８７】
ユーザがデータを操作した事例に、図１６の重み付けテーブルを参照して重要度を追加し
て記録したデータ操作事例テーブルを図１７に示す。このデータ操作事例テーブルは、図
２（Ｂ）に示す重要度決定規則格納部１に保持する。
【００８８】
図１７に示すデータ操作事例テーブルを用いて、図１４の属性ごとの重要度を求める手法
を以下に説明する。属性ごとの重要度は１５個であるから、このデータ操作事例が１５個
以上必要である。事例が１５個以上になったら、属性ごとの重要度を求める。図１７の事
例から
【００８９】
【数４】

【００９０】
となる。操作内容に応じた重要度をＷ1 、Ｗ2 、Ｗ3 ・・・に代入して、この連立方程式
を解くことにより事例に含まれた属性ごとの重要度ｗ11、ｗ12・・・ｗ62を得る。このよ
うにして得られた重要度を図１４に示すテーブルに記録することで重み付け規則をユーザ
専用にカスタマイズ可能となる。
【００９１】
このように、本発明では３種類のデータ重要度決定方式を記憶し、ユーザがその決定方式
を選択することを可能とする。
【００９２】
複数のユーザが使用するコンピュータシステムにおいては、ユーザごとに前記（１）～（
３）の重要度決定方式を選択する。複数のユーザがそれぞれ選択した重要度決定方式を管
理する操作内容の重み付けテーブルを図１８に示す。このテーブルは、図２（Ｂ）に示す
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重要度決定規則格納部１に記憶される。前記図３、図４におけるデータの重要度算出時に
、算出されるデータのユーザに応じて、重要度決定方式が選択される。
【００９３】
重要度決定方式選択手順を図１９に示す。まず記憶装置で処理するデータのユーザを取得
する。このユーザ名は例えばデータ中の属性記入領域より得る。これにより得られたユー
ザ名により図１８に示す操作内容の重み付けテーブルをアクセスし、重要度決定方式を選
択する。これにより選択された重要度決定方式にもとづきデータの重要度を算出する。
【００９４】
本発明において、重要度の高いデータを他のＨＤＤに複製して安全性を更に高める手法を
、図２０により説明する。
【００９５】
本発明では、図２０（Ａ）に示す如く、重要度の高いデータＤ１、Ｄ２、Ｄ３・・・Ｄ６
を安全性の高いＨＤＤに順次保存する。そしてこの安全性の高いＨＤＤに保存しきれない
、データＤ６よりも重要度の低い残りのデータＤ7 、Ｄ８を安全性の低いＨＤＤに保存す
る。このとき安全性の低いＨＤＤの空き容量を調べる。そして空き容量があれば、図２０
（Ｂ）に示す如く、重要度の高いデータＤ１、Ｄ２から順に安全性の低いＨＤＤの空き領
域に複製する。これらの処理は図２（Ｂ）に示すＨＤＤ空き容量管理部４、保存先選択部
５、保存／移動処理部７等で行われる。なおデータの重要度は数字の小さい１が最高で以
下数字の順で低いものとする。
【００９６】
本発明において、前記複製した重要度の高いデータを圧縮して、空き領域を増す手法を図
２１により説明する。
【００９７】
前記重要度の高いデータＤ１、Ｄ２を安全性の低いＨＤＤの空き領域に複製した場合は図
２１（Ａ）に示す如き状態となる。このとき前記重要度の高いデータＤ１、Ｄ２を、図２
１（Ｂ）に示す如く、圧縮データＰ１、Ｐ２として安全性の低いＨＤＤに保存する。これ
により安全性の低いＨＤＤの空き容量を増やすことが可能となる。これによりすでに圧縮
複製したデータＤ２の次に重要度の高いデータＤ３から順に、空いた領域に複製すること
が可能となり重要度の高いデータの安全性を高めることが可能となる。この処理は、図２
（Ｂ）に示すＨＤＤ空き容量管理部４、保存先選択部５、保存／移動処理部７等で行われ
る。
【００９８】
本発明の一実施の形態を図２２～図２４により説明する。図２２は本発明の一実施の形態
、図２３は本発明におけるＨＤＤ増設時のデータ移動手順説明図、図２４は本発明におけ
る追加データに対するデータ保存手順説明図である。
【００９９】
記憶装置内に記憶媒体としてＨＤＤを１個持つコンピュータシステムにおいて、記憶容量
不足のためＨＤＤを１個増設する場合の実施の形態を示す。ＨＤＤが２個以上存在するコ
ンピュータシステムにＨＤＤを増設する場合も同様である。ただしＨＤＤの寿命は３～５
年であるので、ＨＤＤを長く使用するほど安全性が低くなり、新しいほど安全性が高くな
るので、すでに設置してあった安全性の低いＨＤＤをＨＤＤ１とし、新しく安全性の高い
ＨＤＤをＨＤＤ２とする。そしてＨＤＤの容量はＨＤＤ１よりＨＤＤ２の方が大きいとす
る。
【０１００】
本発明のデータ記憶装置の一実施の形態を図２２に示す。図２２において図２と同記号部
は同一部を示し、ユーザとのインターフェースである入出力部８と、データを順位付ける
重要度算出部２と、データ属性ごとの重要度を算出する方式と属性ごとの重要度等を格納
する重要度決定規則格納部１と、算出されたデータの重要度を格納する重要度格納部３と
、データの重要度とＨＤＤの安全性とを考慮してデータの保存先を決定する保存先選択部
５と、ユーザにより設定されたＨＤＤ使用開始時期と記憶装置内のＨＤＤの安全性による
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順位付けを格納するＨＤＤ安全性格納部６と、記憶装置内ＨＤＤの空き容量を監視して空
き容量を格納するＨＤＤ空き容量管理部４と、前記保存先選択部５により選択されたＨＤ
Ｄにデータを保存する保存処理部７－１と、前記保存先選択部５により選択されたＨＤＤ
にデータを移動して元のＨＤＤに仮想データを作成する移動処理部７－２と、実データ領
域と仮想データ領域に分けられているＨＤＤ１、ＨＤＤ２を持つ記憶装置９を具備してい
る。
【０１０１】
前記保存処理部７－１と移動処理部７－２により、図２（Ｂ）に示す保存／移動処理部７
を構成し、ＨＤＤ１は安全性の低いものであり、ＨＤＤ２は安全性の高いものである。
【０１０２】
次に本発明のデータ記憶装置の動作を（１）ＨＤＤ増設直後のデータ移動手順と（２）追
加データに対するデータ保存手順について、図２３、図２４にもとづき他図を参照して説
明する。
【０１０３】
（１）ＨＤＤ増設直後のデータ移動手順について、
Ｓ１．記憶装置９においてＨＤＤ１の容量不足のため安全性の高いＨＤＤ２を増設する。
【０１０４】
Ｓ２．ユーザはＨＤＤ２の使用開始時期をＨＤＤ安全性格納部６に設定する。
【０１０５】
Ｓ３．ユーザは、図１８に示す３つの重要度決定方式のうちの１つを選択し、重要度決定
規則格納部１に設定する。設定されている重要度決定方式に従って、重要度算出部２にお
いてＨＤＤ１内の全データの重要度を算出する。そしてこの全データの重要度を重要度格
納部３に記録する。
【０１０６】
Ｓ４．次に保存先選択部５は重要度格納部３とＨＤＤ安全性格納部６にアクセスし、重要
度の最も高いデータを選択し、データを実データと仮想データに分ける。そして安全性の
高いＨＤＤ２の実データ領域に実データを移動し、ＨＤＤ１の仮想データ領域に仮想デー
タ（実データの格納位置とデータ属性）を保存する。これらの移動処理を重要度の高いデ
ータから順に行う。
【０１０７】
Ｓ５．ＨＤＤ空き容量管理部４がＨＤＤ１およびＨＤＤ２の空き容量を監視し、ＨＤＤ１
内にデータが無くなって全データの移動が終了するか、もしくはＨＤＤ２内に空き容量が
なくなったら、データの移動処理を終了する。
【０１０８】
Ｓ６．次にＨＤＤ２内で重要度の最も高いデータを選択し、その実データの複製をＨＤＤ
１のデータ領域に圧縮保存する。この処理は移動処理部７－２が行う。この処理をＨＤＤ
１の空き容量がなくなるまで、もしくは全データを圧縮保存するまで行う。
【０１０９】
（２）追加データに対するデータ保存手順について、
Ｓ１．記憶装置９に対してデータの保存要求があったとき、このデータをユーザはＨＤＤ
１またはＨＤＤ２の仮想データ領域に保存する。それから重要度算出部２により保存する
データつまりこの追加データの重要度を算出する。
【０１１０】
Ｓ２．次にＨＤＤ空き容量管理部４がＨＤＤ２の空き容量を調べる。そして追加データに
対する空き容量があれば、保存処理部７－１が追加データをＨＤＤ２に保存し、ＨＤＤ１
の実データ領域に追加データの複製を圧縮保存する。
【０１１１】
Ｓ３．しかしＨＤＤ２に空き容量がなければＨＤＤ２内で重要度のもっとも低いデータ（
例えばデータ１という）を選択する。
【０１１２】
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Ｓ４．そしてＨＤＤ２内で重要度のもっとも低いデータ１と追加データとの重要度を比較
する。以下追加データの方の重要度が高い場合を（Ａ）、低い場合を（Ｂ）に分けて説明
する。
【０１１３】
（Ａ）追加データの重要度が高い場合
Ｓ５．追加データの重要度が高い場合、データ１をＨＤＤ１に移動し、追加データをＨＤ
Ｄ２に保存する。
【０１１４】
Ｓ６．ＨＤＤ１に複製を持つデータで重要度の最も低いデータ（図２１のデータＤ２、以
下データ２という）を選択する。
【０１１５】
Ｓ７．そして追加データとこのデータ２との重要度を比較する。
【０１１６】
Ｓ８．追加データの方の重要度が高ければ追加データの複製をＨＤＤ１の実データ領域に
圧縮保存する。しかし追加データの重要度が低ければ前記Ｓ５の状態で終了する。
【０１１７】
（Ｂ）追加データの重要度が低い場合
Ｓ９．追加データの容量分の空き容量を確保するまで、ＨＤＤ１内の複製データで重要度
の低いデータ２から順次削除する。
【０１１８】
Ｓ１０．追加データの容量分の空き容量を確保したら、追加データをＨＤＤ１に保存する
。
【０１１９】
なお、これら（Ａ）、（Ｂ）の処理は保存処理部７－１、移動処理部７－２で行う。
【０１２０】
また追加データと既存データ共に、ユーザがデータを保存したＨＤＤと実際にデータが保
存されたＨＤＤが異なっている場合は、データを仮想データと実データに分け、ユーザが
保存したＨＤＤの仮想データ領域に仮想データを保存し、実際に保存されたＨＤＤの実デ
ータ領域に実データを保存する。同じである場合、ユーザが保存したＨＤＤの仮想データ
領域にデータを保存する。
【０１２１】
すなわち、図２５（Ａ）に示す如く、安全性の低いＨＤＤにユーザが保存したデータＤ５
が保存されたとき、同（Ｂ）に示す如く、このデータＤ５は安全性の高いＨＤＤに移動さ
れる。このままではユーザには保存先がわからないので、図２５（Ｃ）に示す如く、初め
にユーザがデータＤ５を保存したＨＤＤの仮想データ領域に、このデータＤ５の仮想デー
タ（データＤ５の実データの保存先アドレスとデータ属性）を記憶し、実データは安全性
の高いＨＤＤに保存しておく。このように仮想データと実データをリンクすることにより
、ユーザには保存したデータがあたかも最初に保存した位置にあるようにして、安全性の
高いＨＤＤに実際の保存データを配置することができる。
【０１２２】
本発明において、ＨＤＤの一方に障害が発生した場合について図２６、図２７により説明
する。図２６は障害発生前の状態を示し、図２７は障害発生後の状態であって同（Ａ）は
ＨＤＤ１に障害が発生したとき、同（Ｂ）はＨＤＤ２に障害が発生したときの状態を示す
。
【０１２３】
図２６に示す如く、記憶装置３０には安全性の低いＨＤＤ１と安全性の高いＨＤＤ２が使
用されている。ＨＤＤ１には仮想データ領域Ｖ１と、実データ領域Ｒ１と、ＨＤＤ２の仮
想データ領域複製領域ＶＰ１と、複製データ領域ＣＰ１が設けられる。またＨＤＤ２には
仮想データ領域Ｖ２と、実データ領域Ｒ２と、ＨＤＤ１の仮想データ領域複製領域ＶＰ２
が設けられている。
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【０１２４】
ＨＤＤ１の仮想データ領域Ｖ１には、データＤ３、Ｄ５、Ｄ６の仮想データと、データＤ
１０の実データが保存され、実データ領域Ｒ１にはデータＤ９の実データが保存され、Ｈ
ＤＤ２の仮想データ領域複製領域ＶＰ１にはＨＤＤ２の仮想データ領域Ｖ２のデータＤ９
の仮想データが複製され、複製データ領域ＣＰ１には、ＨＤＤ２に保存されている実デー
タのうち重要度の高い順のデータＤ１、Ｄ２、Ｄ３の複製データが保存されている。なお
データの数字は重要度による優先順位を表し、数字の小さいデータほど重要度が高いもの
を表す。
【０１２５】
ＨＤＤ２の仮想データ領域Ｖ２には、データＤ１、Ｄ２、Ｄ４、Ｄ７、Ｄ８の実データと
、データＤ９の仮想データが保存され、実データ領域Ｒ２にはデータＤ３、Ｄ５、Ｄ６の
実データが保存され、ＨＤＤ１の仮想データ領域複製領域ＶＰ２にはＨＤＤ１の仮想デー
タ領域Ｖ１のデータＤ３、Ｄ５、Ｄ６の仮想データが複製されている。
【０１２６】
この状態において安全性の低いＨＤＤ１に障害が生じた場合を図２７（Ａ）に示す。図２
７（Ａ）に示す如く、本発明では、ＨＤＤ２の仮想データ領域Ｖ２及び実データ領域Ｒ２
には、数字の小さな重要度の高いデータＤ１、Ｄ２、Ｄ３・・・が保存されているので重
要なデータを失うことはない。またＨＤＤ１の仮想データ領域複製領域ＶＰ２にはＨＤＤ
１の仮想データ領域の仮想データＤ３、Ｄ５、Ｄ６（実データを除く）の複製が保持され
ているが、この複製がユーザに可視となり、実データ領域Ｒ２に保持された、実データＤ
３、Ｄ５、Ｄ６とアクセス可能になるので、重要度の高いデータについてはＨＤＤ１の障
害前と同様に使用可能となる。なおＨＤＤ２内の仮想データ領域Ｖ２の仮想データのデー
タＤ９は、リンク先の実データがなくなるため、使用不可となるが、データＤ９の重要度
は低いため、コンピュータ・システムにあたえる影響は少ない。
【０１２７】
また、図２７（Ｂ）に安全性の高いＨＤＤ２に障害が生じた場合を示す。図２７（Ｂ）に
示す如く、本発明では、ＨＤＤ１の仮想データ領域Ｖ１にはデータＤ３、Ｄ５、Ｄ６の仮
想データとデータＤ１０の実データが保持され、実データ領域Ｒ１にはデータＤ９の実デ
ータが保持され、ＨＤＤ２の仮想データ領域複製領域ＶＰ１にはＨＤＤ２の仮想データ領
域の仮想データＤ９の複製が保持され、ＨＤＤ１の空き容量を利用した複製データ領域Ｃ
Ｐ１にはＨＤＤ２における重要度の高い実データＤ１、Ｄ２、Ｄ３が保持されている。
【０１２８】
ＨＤＤ２に障害が生じたとき、ＨＤＤ２内のデータは失われるが、ＨＤＤ２内で比較的重
要度の高いデータ（データＤ１、Ｄ２、Ｄ３）については、ＨＤＤ１の空き容量を利用し
て複製が保持されているので、重要なデータを完全に失わずにすむ。ＨＤＤ２の仮想デー
タ領域複製領域ＶＰ１に保持された仮想データＤ９の複製がユーザに可視となり、ＨＤＤ
１の実データ領域Ｒ１に保存されているデータＤ９は障害前と同様に使用可能となる。圧
縮データ領域（複製データ領域）はユーザ可視となり、ＨＤＤ１に複製のある重要度の高
いデータは、障害前と同様に使用可能となる。
【０１２９】
前記説明では記憶媒体としてＨＤＤを使用した例について記載したが、本発明は勿論これ
に限定されるものではない。
【０１３０】
以上説明の如く、本発明により複数の記憶媒体を持つコンピュータシステムにおいて、重
要なデータを優先して、安全性の高い記憶媒体保存することおよび安全性の高い保存方式
を取ることができるので、記憶媒体に障害が生じても重要なデータを失わず、データの安
全性を高めることができる。
【０１３１】
本発明の実施の形態を下記に付記する。
【０１３２】



(15) JP 4339529 B2 2009.10.7

10

20

30

40

50

（付記１）複数の記憶媒体を備えたデータ記憶装置において、データを重要度により順位
付ける規則を記憶する規則格納手段と、前記規則に基づき記憶装置内のデータに順位付け
を行う重要度算出手段と、複数の記憶媒体を安全性により順位付ける規則を記憶する安全
性格納手段と、前記規則に基づき記憶装置内の複数の記憶媒体に順位付けを行う保存先選
択手段と、前記データ順位付けと前記記憶媒体順位付けに基づき、記憶装置内の複数の記
憶媒体からデータを保存すべき記憶媒体を選択し、データを保存する保存／移動処理手段
を具備することを特徴とするデータ記憶装置。
【０１３３】
（付記２）データを保存後に、保存前と保存後のデータ記憶領域の位置を関連付ける手段
を具備することを特徴とする付記１記載のデータ記憶装置。
【０１３４】
（付記３）前記重要度としてデータ属性値の重みに基づき決める規則を記憶する規則格納
手段と、前記データ属性値の重みの合計を算出する重要度算出手段と、前記重みの合計に
基づいて記憶装置内のデータに順位付けを行う重要度算出手段とを具備することを特徴と
する付記１記載のデータ記憶装置。
【０１３５】
（付記４）前記データ属性値の重み付け規則において、前記重みを編集するユーザインタ
ーフェースを具備することを特徴とする付記３記載のデータ記憶装置。
【０１３６】
（付記５）前記データ属性値の重み付け規則において、ユーザに複数のデータについて重
要度を質問し、得られる回答から前記重みを決める手段を具備することを特徴とする付記
３記載のデータ記憶装置。
【０１３７】
（付記６）前記データ属性値の重み付け規則において、ユーザがデータを操作した事例を
記憶する手段と、前記事例を操作内容に基づいて重み付ける規則を記憶する手段と、前記
事例および前記規則を用いることで前記データ属性値の重みを決める手段を具備すること
を特徴とする付記３記載のデータ記憶装置。
（付記７）複数の記憶媒体のうち安全性の低い記憶媒体の空き領域の容量を検出する空き
容量管理手段と、前記安全性の低い記憶媒体の空き領域がなくなるまで重要度の高いデー
タから順に複製する保存／移動処理手段を具備することを特徴とする付記１記載のデータ
記憶装置。
【０１３８】
（付記８）付記１、付記３におけるデータ属性値の重み付け規則と、付記７において、複
数のユーザがそれぞれ前記重み決定方式を選択する手段と、ユーザごとに選択した前期重
み決定方式に基づいてデータ属性値の重みを決定する手段とを具備することを特徴とする
付記１、付記３、付記７記載のデータ記憶装置。
【０１３９】
（付記９）重み付けとして、ユーザがデータ属性値の重みを決定するユーザ重み決定型と
、ユーザにデータの重要度を質問して得られた回答から重みを決定するデータ重要度質問
型と、ユーザがデータを操作した操作内容に基づき重みを決定するデータ操作事例型とを
記憶する規則格納手段と、これらの重み付決定のうちの１つを選択する重み付選択手段と
、この選択された重み付けによりデータ属性値の重みを決定する重要度算出手段を具備す
ることを特徴とする付記３記載のデータ記憶装置。
【０１４０】
（付記１０）前記複製したデータを圧縮する手段を具備することを特徴とした付記７記載
のデータ記憶装置。
【０１４１】
【発明の効果】
本発明により下記の効果を奏する。
【０１４２】
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（１）データを重要度により順位付けし、この重要度とＨＤＤの安全性を合わせてデータ
の保存先を自動的に決めたので、ユーザの所有する重要度の高いデータの安全性を自動的
に高めることができる。
【０１４３】
（２）自動的にデータの保存先が移動されてもユーザからは元のままで、安全性を加味し
て、しかもユーザ自身が使い易い状態で保存することができる。
【０１４４】
（３）データの属性に基づいてデータの重要度を自動的に、わかり易く算出することがで
きる。
【０１４５】
（４）ユーザ自身が重要度を決定する規則あるいは重要度を決めることができるので、ユ
ーザにとって信頼性の高いデータ属性の重要度の決定を行うことができる。
【０１４６】
（５）ユーザ自身がデータ属性の重要度を設定できない人にとって、データの重要度質問
方式という簡単な形式で、自分のデータに対する考えを反映させたデータ属性の重要度を
決めることができる。
【０１４７】
（６）データの操作内容を用いることによりデータ属性の重要度を決定することができる
ので、前記の如き質問の手間を省くことができる。
【０１４８】
（７）ＨＤＤの空き領域を利用して、重要なデータを優先的に複製保存することにより、
重要なデータについて安全性を高めることができる。
【０１４９】
（８）１つのコンピュータシステムを複数のユーザが使用するとき、ユーザ毎にデータ属
性値の重み付けを決定する方式を選択できるので、このデータ属性値の重み付けにユーザ
の意志を反映させることができる。
【０１５０】
（９）重み付け方式として、ユーザがデータ属性値の重みを決定するユーザ重み決定型と
、ユーザにデータの重要度を質問して得られた回答から重みを決定するデータ重要度質問
型と、ユーザがデータを操作した操作内容に基づき重みを決定するデータ操作事例型のい
ずれを適用するのかをユーザ自身が決定するので、ユーザの利用し易い重み付け方式を適
用することができる。
【０１５１】
（１０）複製したデータを圧縮するので、複製するデータの数を増やすことができ、少な
い空き領域に多数のデータを複製することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の原理説明図である。
【図２】本発明の概略構成図である。
【図３】ＨＤＤの順位付け例を示すものである。
【図４】本発明のＨＤＤ増設時のデータ移動手順説明図である。
【図５】本発明の運用時のデータ保存手順説明図である。
【図６】本発明の運用時の追加データ保存説明図である。
【図７】本発明のデータ保存のデータ表示及びリンク状態説明図である。
【図８】本発明における障害時のデータ表示説明図である。
【図９】データ属性説明図である。
【図１０】拡張子によるデータの分類説明図である。
【図１１】属性と重要度テーブルを示す。
【図１２】本発明におけるデータの重要度算出手順説明図である。
【図１３】本発明における重要度設定ユーザインターフェース例である。
【図１４】重要度に未知数を割り当てたテーブルを示す。
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【図１５】ユーザへの質問方法を示す。
【図１６】操作内容の重み付けテーブルを示す。
【図１７】データ操作事例テーブルを示す。
【図１８】操作内容の重み付けテーブルを示す。
【図１９】重要度決定方式選択手順を示す。
【図２０】重要データの複製説明図である。
【図２１】複製データの圧縮説明図である。
【図２２】本発明の一実施の形態を示す。
【図２３】本発明におけるＨＤＤ増設時のデータ移動手順詳細図である。
【図２４】本発明における追加データに対するデータ保存手順詳細図である。
【図２５】データの関連付け説明図である。
【図２６】本発明における障害発生前の状態説明図である。
【図２７】本発明における障害発生時の状態説明図である。
【図２８】従来のＨＤＤ増設時の手動によるデータ移動説明図である。
【図２９】従来のＨＤＤ増設時の自動によるデータ移動説明図である。
【符号の説明】
１　重要度決定規則格納部
２　重要度算出部
３　重要度格納部
４　ＨＤＤ空き容量管理部
５　保存先選択部
６　ＨＤＤ安全性格納部
７　保存／移動処理部
８　入出力部
９　記憶装置
【図１】 【図２】
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【図２０】 【図２１】

【図２２】 【図２３】
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【図２４】 【図２５】

【図２６】 【図２７】
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【図２８】 【図２９】
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